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酸性降下物の影響については、欧米で 1960 年代に森

林被害や湖沼の酸性化をもたらしたことで話題となり、我

が国でも1970年代に湿性大気汚染が問題となった。 

これらを背景に当研究所では、過去に山梨県における

酸性降下物の実態調査を断続的に行い、その結果につ

いて報告してきた 1～3)。 

しかし、1990 年を最後に酸性降下物の調査を行ってお

らず、近年の山梨県における実態が不明であった。 

このことから、2009年4月から2010年3月までの１年間、

甲府市（衛生環境研究所敷地内）で降水を採取し、その特

徴についてまとめたので報告する。 

 

測 定 方 法 

１．捕集方法 

図１に示した自作の簡易捕集器により降水を採取した。

ロート部と捕集容器は遮光性ポリエチレン容器を加工した。

ロート部とミリポアフィルターホルダー（以下ホルダー）及

びホルダーと捕集容器の間をシリコン製チューブで連結

した。ホルダー内のろ紙はミリポア製孔経0.8μm ニトロセ

ルロースフィルターを使用した。捕集器を設置したのは平

屋建物屋上で地上から 5.2 m の高さで捕集を行った。捕

集期間は１ヶ月とし、月間降下量を求めた。  

 

２．降水分析方法 

 pHはpH計（検出器：東亜DKK社,GST-5421C 指示器：

東亜 DKK 社,HM-50V）、導電率は EC 計（東亜 DKK

社,CM-60G）、その他の項目についてはイオンクロマトグ

ラフ法（島津社,HIC-20A SUPER）により分析を行った。 

降水量は貯水量を捕集面積で除した値とした。また、H+

の降下量はpHの値から算出した。 

 

             結果と考察 

１．降下量の季節変動 

各項目の降下量と降水量の経月変化を図２にまとめた。

H+とCa2+を除く全ての項目について７月と３月に降下

 

図１ 本調査で使用した捕集器 

  

量が増加する傾向があった。これは山梨県大気汚染常時

監視データ及び気象庁の気象観測データから SPM が高

濃度を示した後、降雨があったことが影響しているのでは

ないかと思われた。また、Ca2+が３月、顕著に増加している

のは黄砂の影響を受けていることが示唆された 4)。 

 

２．過去の測定結果との比較 

 過去に行った1988,1989,1990年度の結果と今回の結

果を表１にまとめた。 

H+降下量は過去の結果と比較して減少していた。環境

省の報告書 5)によると、1991年～2007年におけるH+降下

量の全国中央値は 0.01～0.03g/㎡/年であり、近年の山

梨における H+降下量は全国と比較すると低い水準である

ことが分かった。 

SO4
2-の降下量に影響を及ぼす要因としては、重油やガ

ソリン等の化石燃料に含まれている S（硫黄）成分が燃焼

する際にSO2を生じ、それがH2SO4を経由する場合と火山

の噴火により発生する SO2が同様に H2SO4を経由する場

合が考えられる。表１の結果から、過去に比べ SO4
2-の降

下量は明らかに減少している。これは1987～1990年度の

調査時は伊豆大島(三原山)で噴火が続いていたが、今回

の調査時はこれが収まったことも一因であると考えられ

た。 
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図２ 各項目と降水量の経月変化 

 

    表１ 1988～1990年度、2009年度における年間降下量 

年度 H+ NH4
+ Na+ Ca2+ SO4

2- NO3
- Cl- mm

1988 0.023 0.54 0.18 0.46 1.84 1.74 0.84 1130

1989 0.038 0.34 0.17 0.49 1.93 1.68 0.66 1270

1990 0.019 0.38 0.14 0.42 1.65 1.33 0.53 1110

2009 0.009 0.28 0.23 0.25 0.98 1.00 0.25 990

捕集：1ヶ月毎　　mm：降水量　　単位：g/㎡/年
 

 

 また Cl-も降下量が明らかな減少した。これは 1990 年頃

から実施された廃棄物焼却施設に対する各種規制の効果

が表れた結果だと推察される 6)。 

 NO3
-の降下量は大気中の NOx 濃度と関連がある。NOx

は重油やガソリン等の燃焼に伴って発生することが知られ

ているが、1973 年の大気汚染防止法に基づく排出規制を

皮切りに、2001年に制定されたNOx-PM法など様々な規

制により、1988～2007 年度にかけて山梨県における NOx

濃度は減少していることが明らかとなっている 7)。2009 年

の NO3
-降下量と 1988 年～1990 年の結果を比較すると、

減少傾向を示していることが良く分かる。これは前述した、

近年におけるNOx濃度低下の事実と矛盾していない。 

 なお、近年の傾向をさらに明らかにするため、引き続き

捕集・分析を行い、再度報告することとしたい。 

 

ま とめ 

 

1) 2009年度の調査では黄砂の影響を受ける３月にCa2+ 

の降下量が多かった。 

 

2) SO4
2-や Cl-,NO3

-の降下量は 1987～1990 年度の調査

時より減少していた。 
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